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カマラ大司教を私が知ったのは、 1970 年に京都で聞かれた

第一回世界宗教者平和会議 (WCRP 1)のときでありました。

同師は、この会議において、世界の主たる宗教者が互い

の壁を乗り越えて、話し合いのために一つのテーブルにつ

いた事を評して、「これは、まさに現代の奇蹟である」とい

うスピーチを行なわれました。諸宗教者が一つのテープル

につくということは、今日では珍しいことではありません

が、当時としてはその実現を期することは極めて困難なこ

とであったのです。

現代世界における宗教の構造改革の必要性を強調される

カマラ大司教も、同様にカトリックとプロテスタント聞の

話し合いと協力に意を注ぎ、その苦労を知っておられるだ

けに、「まさに奇蹟だ」という言葉が卒直に出たのだと私は

思うのです。

所詮、一発花火に終るだろう、といわれた WCRP も来年、

ナイロビで第 4 回目を聞くまでになったのですから、感慨

無量というほかはありません。そしてこの度、第 1 回目の

平和賞がカマラ大司教に贈られるということになり、まさ

しく「人を得た」ということで実に欣快に存ずる次第です。
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IfirstmetArchbishopCamarainKyotoin 1970,
duringthefirstassemblyofｷtheWorldConferenceon

ReligionandPeace.Commentingonthefactthatleadｭ

ingreligiousfiguresoftheworldhadovercomethe

barriersthatseparat 巴d them,hecalledit“ truly amod巴rn

miracle"thatthesemenandwomenofreligionwere

sittingatthesametabletotalk.Thisisnolongerunuｭ

sual today, butatthetime, itseemedaverydifficult
feattorealize

ArchbishopCamarahasstressedtheneedforstrucｭ

turalreformsofreligionintoday'sworldandhehas

devotedhimselfuntiringlytodialogueandcoop 巴ration

betweenProtestantsandCatholics.Thepainshehas

takentoachievedialoguelie, Ibelieve,behindthefrankｭ
nessofthewordshechose,“truly amodernmiracle."
TheWorldConferenceon Religion and Peace,
whichsomethoughtwouldhavenooutcomemore

substantialthanafireworksdisplay , willholditsfourth

assemblyinNairobinexty巴a r. Wordscannotsayhow

gladIamatitscontinuance.AndIhaveanotheroccaｭ

sionforrejoicing, sinceitisArchbishopCamarawho

willreceiveourfoundation'sfirstpeaceprize.Truly, I
feelthatwecouldnothavepickedamoredeserving

町lan.
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